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田瀬ダムの『水質保全装置』の稼働などを強化します
～　アオコ増殖抑制のため７月１４日から　～

　田瀬ダムでは、平成１１年頃からダム湖において「アオコ」が発生し、その抑制を目的として、平成１
９年から『水質保全装置（散気式曝気装置：水中に空気を送りダム湖の水を循環させる装置）』を配備
し、本年も６月２日から装置４基を稼働させています。
　６月中旬以降の気温が平年に比べ高く、これに起因してアオコが発生しやすい条件である貯水池表
面に近い水深で高い水温が続いたため７月１３日に今年初めて「アオコ」の発生が貯水池の一部で局
所的に確認されました。
　このため、貯水池監視の取り組みを強化するほか、『水質保全装置』においては７月１４日からアオ
コの増殖抑制を重視した循環効果を高める稼働を開始して、引き続き水質保全に努めて参ります。

■水質保全装置の運用計画
　１．運転期間：　令和７年６月２日（月）～１０月３１日（金）【予定】

　２．運転方法：　７月１４日から装置３基に送気量を集中させ、循環効果を高める稼働を開始

　３．監視体制：　巡視頻度や水質調査など監視体制を強化
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⇒３号停止分の送気を１、４号へ集中させ循環効果を促進

猿ヶ石北部取水塔（かんがい）
発電取水塔

１号曝気装置

【送気量増】

４号曝気装置

【送気量増】

２号曝気装置

３号曝気装置

【今回停止】
猿ヶ石南部取水塔

田瀬大橋白金橋

出典：地理院地図に曝気装置設置

箇所等を追記して掲載

田瀬ダム

【アオコ増殖抑制を重視※した水質保全装置の稼働（7/14～）】

※水深が深い場所の装置の稼働を強化

※ 深層から空気を送り、水温の低い下層と水温の高い上層を循環させ、「アオコ」の発

生や増殖などを抑制します。

水質保全装置位置図

【今回停止】【強化】

アオコ（休眠細胞）

（4m3/分） （4.5m3/分）

（4m3/s分）

（1.5m3/分）

（ ）内は６/２～７/１３までの運用

項目 ６月２日～ ７月１４日～ 主な内容

ダム湖巡視 ２回/月 ２回/週 目視、フィルターによる確認

水質自動監視 常時 常時 水温、pHなど

定期水質調査 １回/月 １回/月 pH、植物プランクトンなど

臨時水質調査 － ２回程度
発生直後、14日後を目安に実施予定
pH、植物プランクトンなど

稼働中

送気の流れ

水温

水温



【参考】

写真：田瀬ダム湖における「アオコ」の発生状況

～ 「アオコ」とは ～

　藍藻類
らんそうるい

のミクロキスティスやアナベナ等が異常増殖し水面を覆い、青い粉を蒔いたように

見える現象。

② 令和７年７月１３日撮影（ダムサイト付近）
※「アオコ」の発生を貯水池の一部で局所的に確認

①②

ダムサイト付近

アオコ発生状況 写真位置図

出典：地理院地図に発生箇所等

を追記して掲載

田瀬ダム

田瀬大橋

拡大写真

① 令和５年１１月頃撮影（ダムサイト付近）

※参考：「アオコ」が大規模に発生した状況


